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母親の月経に対する態度・意識・行動と
思春期女子への母親による家庭内月経教育の実際
工 藤 里 香・牛 越 幸 子
Ⅰ．緒　　言
　女性にとって、月経が開始する思春期が健康行動を確立する重要な時期である。なぜならば、
月経は人生の中で400回以上も経験する生理現象であり、第二次性徴における女性のもっとも
大きな変化であり、自分の身体を捉えコントロールしていくうえで、非常に重要な役割を果た
すからである。
　月経に関する教育は、母親が行うこと、学校の養護教諭が行うことが多い。田島ら（2009）、
甲斐村（2010）は、初経時の母親の態度が月経に対する意識に影響すると明らかにしている。し
かし母親のかかわりは初経時だけではない。母親は自分の体験をもとに話をすることが多く、
「薬を飲むのは身体に悪い」など正確ではない知識を日常的に伝えることが多々ある。実際に
「薬を飲めば痛みが和らぐことは分かっているが、お母さんがダメというから薬は飲まない」
という行動をとる思春期女子も多い。工藤（2001）が行った高校生女子の月経に関する健康問題
に関する調査でも、月経に対する負の健康行動には母親からの影響があることが示唆されてい
る。一方、親が子どもの月経教育に関わることが、子どもの月経の受け入れ度が高く自己受容
度も高いこと、自己受容が高い女子は、ピアプレッシャーやメディアプレッシャーにつぶされ
ることが少なく、ヘルスプロモーション行動（健康行動）への移行が容易であることも明らかに
なっている（工藤、2003）。また母と娘をペアで見る研究（工藤ら、2002）では、「健康の捉え方」
はそれぞれの母娘で共通し、歪んだボデイメージも母から子へと伝承され獲得されること、摂
食障害などでは母娘間の影響や関係性が述べられている。これらより、母親が子どもの健康行
動に大きく影響していることが示唆されている。
　学校教育の中での月経教育は初経教育がほとんどであり、その後の月経困難症などへの対応
は、養護教諭から個々に受ける、もしくは母親からの家庭内での対応となる。排卵周期が確立
し始める14～15歳頃から月経痛が増強する機能性月経困難症、子宮内膜症や子宮筋腫合併など
による器質性月経困難症などは婦人科受診が必要であるが、日本では婦人科受診の敷居は高く
（工藤ら、2014）、特に若年女子が自ら婦人科受診をすることは難しい。
　母親の月経に関する知識は自分の思春期の時に得た知識であることが多く、自分の経験から
娘に接しがちである。そのため、近年変化している月経困難症の増加や子宮内膜症の若年化
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（ACOG、2005）（小畑、2004）（小畑、2005）などへの対応が遅れており、思春期女子の月経随伴症状
への対処行動も依然変化がみられず（服部ら、2001）（西村ら、2007）、月経に関する困難や不快に
振り回されている現状がある。
Ⅱ．研 究 目 的
　思春期女子の健康行動には母親の態度や意識が大きく影響する。そこで思春期女子の月経へ
の対処行動への母親の影響を検討するため、母親自身の月経に対する態度、意識、行動と、自
身の娘への月経教育や対応を明らかにすることを目的とした。
Ⅲ．研 究 方 法
1．対 象 者
　対象者の抽出は機縁法を用い、研究者の知人および知人の紹介する者の中から、小学校高学
年から大学生の娘を持ち、その娘の健康行動に関心のある女性を選び、インタビューガイドの
内容（初経教育、月経に対する健康行動、母親からの影響、娘に伝えている月経教育についてなど）に答
えられる者とした。
2．調 査 期 間
　データ収集期間は2012年11月から2013年 3 月である。
3．調査方法および内容
　インタビューガイドを用い、初経から現在までの月経の状況と健康行動、感情に関して、特
に母親との関わりについてインタビュ （ー半構造化面接）を行った。
　インタビューは、プライバシーが確保できる場所で行い、 1人につき 1回60分程度で行った。
会話の内容は対象者の許可を得たうえで ICレコーダーに録音し、その後逐語録を作成した。
4．分 析 方 法
　インタビューから得られたデータから逐語録を作成し、月経に関する文脈が含まれる記述を
抽出し、意味内容を損なわないように簡潔に表現し、コードとした。コードを集め分類・集約
し、カテゴリー化した。さらにカテゴリーにテーマを付した。分析の全過程において、 2名の
研究者間で討議し、分析の妥当性の確保に努めた。
5．倫理的配慮
　対象者には、研究目的、方法、意義、研究参加の任意性の保障、匿名性および個人情報の保
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護、研究参加に伴うリスクと安全性の保障、学会等での発表による社会への情報発信について
文書および口頭で説明を行い、同意書への署名をもって同意を得た。なお本研究は、兵庫医療
大学倫理審査委員会の承認（第12031号）を得て実施した。
Ⅳ．結　　果
1．対 象 者
　対象者は、研究協力の同意を得られた 8歳から22歳の娘を持つ母親11名。平均年齢は42.6歳
（39歳～48歳）であった。
2．インタビューの分析
　対象者のインタビューデータより、母親の体験、母親からみた娘の体験、母親が行う家庭で
のアドバイスが抽出された。テーマを【　】、カテゴリーを〈　〉、コードを「　」で示し、詳
細を以下に述べる。
3．母親の体験（表 1）
　母親の体験は、【初経の記憶】、【学校での体験】、【家庭での体験】の 3つのテーマとなった。
　【初経の記憶】は、〈あいまいな記憶〉であり、「やっと来たかぁ」と〈嬉しい記憶〉を表現
する者もいた。「汚してしまった」など、〈嫌な記憶〉として残っている者もいた。日本の習慣
として「お赤飯を炊いてもらった」と、初経時にお祝いをし、お赤飯を食べるという経験をし
ている者がほとんどであり、〈お祝いとしての記憶〉が残っている。
　【学校での体験】も、〈あいまいな記憶〉が多く、ほとんど一度きりで「あっさりさらり」
と終わったと語られた。〈集団での教育〉であり、修学旅行などの団体旅行の前に行われるこ
とが多く、「女子だけ暗室」「暗い雰囲気のイメージ」など、〈暗いイメージ〉であまり良い思
い出ではない。この教育の中では、月経の仕組みといった身体そのものに関することや月経時
の月経用品の準備などの対処行動に関してであった。〈保健室での個別対応〉は、学校で月経
が来たとき、月経痛がひどいときなど、緊急時の対応であった。〈友だちの存在〉は、自分よ
りも早く初経を迎えている友だちから情報収集を行う、まだ初経が来ていない友だちを見つけ
るなどであった。
　【家庭での体験】は、〈母親の対応〉〈祖母の対応〉〈姉の存在〉があげられた。〈母親の対
応〉は、予め月経について母親から聞いている者は少なかったが、「日常生活の中での準備と
して聞いた」「なったらおめでたいんだよと話してくれたイメージ」など、月経を前向きに捉
えるような母親の対応も見られた。初経に 2、 3日気づかず、母親からの指摘で初めて初経と
認識した者もいた。疼痛に関して、母親が鎮痛剤の使用を禁じる、もしくはあまり飲まないほ
うがよいと聞かされたものは、今でも鎮痛剤の使用を避けることが多かった。母親に月経症状
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表 1 　母親の体験
テーマ：【初経の記憶】
カテゴリー コ　ー　ド
あいまいな記憶 中 1くらいかな、あまり記憶にない
さりげなくあったような気が
嬉しい記憶 やっと来たかぁ
嫌な記憶 親に、初経があったことを言えなかった
覚えてます。汚しちゃったっていう記憶が
親に隠したのを覚えている
初めは怖い、親にすぐ知らせた
嬉しくはなかった
中 2で。始まって 2～ 3日、気づかなかったんです
お祝いとしての記憶 お赤飯を炊いてもらった
赤飯を食べないとね
テーマ：【学校での体験】
カテゴリー コ　ー　ド
あいまいな記憶 あまり記憶にない
あんまり記憶にない
小学校 4年と 5年の時に、あっさりさらりと
集団での教育 冊子で、月に 1回くると説明
修学旅行前
暗いイメージ 暗い雰囲気のイメージが残っている
女子だけ暗室
日常生活からの学び 小学校から女子高だったので、自然に
保健室での個別対応 学校で月経が来たとき
月経痛がひどいとき
友だちの存在 自分よりも早く初経を迎えている友だちから情報収集を行う
まだ初経が来ていない友だちを見つける
テーマ：【家庭での体験】
カテゴリー コ　ー　ド
母親の対応 薬を飲みたがらない家庭
日常生活の中での準備として聞いた
なったらおめでたいんだよって話してくれたイメージ
母親と同じ痛みどめを飲んでいた
家族の前で（早く月経が来るのを）否定されたイメージがある
（中学生で月経痛で辛いとき、）
母に、それ気のせいやけんって済まされていた
初経が来たことに母が気づいてくれた
祖母の対応 赤飯を食べないとね
冷え性だからと漢方を飲まされた
姉の対応 姉からいつも看病してもらって
ちょっとくらいなら飲んでもいいんだよって教えてもらった
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がほとんどない者は、自分の月経症状への対応が「気のせいではないか、我慢していれば治
る」と言われ辛かったと語った。そのような状況では、〈祖母の対応〉〈姉の対応〉として、同
性の母親以外の家族の対応があり、それが救いであったと語られた。
4．母親からみた娘の体験・状況（表 2）
　母親からみた【娘の状況】は、まずは〈初経を予測〉している。いつ初経が来るかを、身長
や身体つき、腹痛などで予測している。予測することで、娘に準備をしてもらう一方、母親と
しての心の準備もしている。自身の経験から、月経が来ることはいいことなんだ、と伝えるこ
表 2　母親からみた娘の体験・状況
テーマ【娘の状況】
カテゴリー コ　ー　ド
初経を予測する 身長が150センチくらいだからそろそろかな
身体が細いから、まだだろうな、と
ちょっと小さい方なので、まだかな、と
だいぶ身体つきもかわってきているので、近づいているかな
もうちょっとかな、と
ヤバいな、来るかなって
娘の状況を知る お腹にくるみたいで。たまに（薬を）飲ませていますね
私と違って、軽いみたいです
ナプキンを見て、血液の量、そんなに多くなさそうと確認する
テーマ：【娘の体験】
カテゴリー コ　ー　ド
初経を祝う お赤飯を炊く
良いことだと伝える
クラスの 3分の 1くらいの子がなっている
娘の友だちの状況 友だちの状況を聞く
お祝い事としての捉え方はない感じがする
お友達同士で、隠すことなくオープンに話をする
自分の娘より成長の早い子がいて安心する
休憩時間にトイレに行く余裕がないと聞く
学校を休む子もいる
親から話を聴いている子もいる
娘の学校での教育内
容を確認する
学校で配布した冊子を見せてもらう
参観日に保健の授業があった
集団旅行の前に教育や用品の配布があった
月経がはじまっているか、学校からアンケートがあった
ポジティブに身体の変化をとらえている
どういう風に習ったの、と聞いたら、本見たらって言われて
もっと教育してほしいと期待している
オープンになってきていて、受け止めやすい状況になってきていると思う
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とを心がける一方、心身に負担がかかることなので、できるだけ遅く来てほしいと望んでいる
母親もいた。
　【娘の体験】は、〈初経を祝う〉、〈娘の友だちの状況を聞く〉、〈娘の学校での教育内容を確
認する〉の 3つのカテゴリーが抽出された。
　〈初経を祝う〉では、自分も恥ずかしかったが、やはり娘の初経も、お赤飯を炊いて祝う、
良いこととして伝えるということが語られた。
　〈娘の友だちの状況を聞く〉は、「クラスの 3分の 1くらいの子がなっている」「成長の早い
子がいる」「学校を休む子がいる」などを聞いていることが語られた。娘の状況を知るために、
友だちの月経の状況を聞き、娘の友だちの状況を知ることで、娘の成長発達を確認している。
初経に関して、自分たちもお祝いをしてもらったし、子どもにもお祝いをと考えているが、
「お祝い事としての捉え方はない感じがする」と語られており、世代の違いを感じていること
も語られた。
　〈娘の学校での教育内容を確認する〉方法は、「学校で配布した冊子を見せてもらう」「参観
日に授業があった」「どういう風に習ったの、と聞く」であった。集団旅行前に集団教育をす
ることは一般的であり、その教育内容に関しては、母親自身が受けた教育とあまり変わらない
と感じていた。しかし、学校からのお知らせがあり、男子も一緒の授業で第二次性徴に関する
話をすることに関しては、違いを感じている。また、月経について話をすることに、個々違い
があるが、娘世代の子どもは、自分たちよりも恥ずかしさが少ないと感じていた。
5．母親の家庭での教育（表 3）
　【家庭での教育】は、〈自分の行為を見せる〉、〈月経用品の準備・心構え〉をし、〈体験から
対処方法や娘の質問に答える〉ことであった。学校では基本的な月経用品の使用方法や初経と
は何かが教育されていることは知っているが、家庭でも教育は行われていた。トイレの使い方
と同様に、月経用品の使用についても、「小さなころから一緒にトイレに入っていたから何と
なくわかっていると思う」と〈自らの行為を見せる〉ことで学ばせるという母親が多かった。
また月経時の自身の体調を、小さな頃から話すようにしている者もいた。〈月経用品の準備・
心構え〉では、娘の成長発達を見ながら、徐々に話を進めていくことを考えていたり、肌の性
質、サイズなど、一緒に考えながら購入したりしていた。
　娘の状況を見ながら、また質問が出る度に、〈体験から対処方法や娘の質問に答える〉とい
う行動を母親はとっていた。月経血が多い、月経痛が強いといった悩みについても、自分の経
験から、ナプキンのサイズ、タンポンの使用、鎮痛剤の服用について、オープンに話をしてい
る。第二次性徴の話に伴って、性教育を行う母親もいた。性やセックスそのものについて話を
することに抵抗を感じてはいるが、大切なことだから、何かあってはいけないから、夫から話
をするべきだとアドバイスされたからという理由で話をすることにしたと語っていた。
　【母親がわからないこと】は、〈未経験〉、〈自分の知らない情報について〉、〈情報を得たい
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気持ち〉から成り立った。「自分は使ったことがないのでわからない」とタンポンを使用した
ことがない人はその使用に抵抗を感じ、鎮痛剤を使用しない人、ほとんど使用しない人は、娘
にも鎮痛剤を使わないように話すことが多かった。母親は自分の体験をもとに娘に話をしてい
るため、自分が持っている情報が良いものなのか、娘に適しているものなのか、新しい情報は
ないのか、学校ではどのような話をしているのか、ということを気にしている。そして、新し
い情報、良い情報を得たいと考えている。
　結果から、母親自身が思春期だったころの月経に関する記憶は、あいまいな記憶となってい
表 3　母親の家庭での教育
テーマ：【家庭での教育】
カテゴリー コ　ー　ド
自分の行為を見せる 小さいころから一緒にトイレに入っていたから何となくわかっていると思う
月経について、自分の体調などを話している
月経用品の準備・心
構え
身体を冷やさない服装を勧める
一緒に月経用品を選びに行く
肌が弱い娘に合わせてナプキンを購入し、自分もそれを使用している
一番初めにナプキンの使い方を教える
ナプキンは自分（母）が買ってくる
宿泊の前には、用品一式をもたせる
体験から対処方法や
娘の質問に答える
（夫が娘に性教育を自然にしてくれていた）
自分がうまく使えなかったので、子どもには使わせないと思います
痛いもんねって、声掛けする
自身の経験から、娘の月経の状況を予測してアドバイスする
月経カレンダーを娘の分もつけて記録し、見せるようにしている
高校生になった時、自分の周期を知るために記録をつけるように言った
一緒に月経カレンダーをつけている
最初は冷やさない、それでも痛ければ鎮痛剤を飲む
タンポンは楽かと聞かれ、今は必要ないでしょ、と答えた
何も言ってこないからいいかなと、特にアドバイスはしていない
テーマ：【母親がわからないこと】
カテゴリー コ　ー　ド
未経験 自分は使ったことがないのでわからない
自分の知らない情報
について
よくわかっていないんです。実際
（新しい情報について）人と話さないとわからないですよね
微塵も考えていなかった
月経の時に体育をやってもいいんですか？
なるべくタンポンは使わないほうがいいって風潮だったけど、今はそうじゃない
んですね
情報を得たい気持ち お母さんがどうしたらいいかわからないときに、チラシなり、フォローがほしい
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る者がある一方、嫌だった、辛かったなどの感情は残っている。自身がこれまでに行ってきた
月経随伴症状への対処方法から、娘への月経教育を考えている。娘の体験や状況から、自身の
思春期の頃とは異なり、月経をオープンに捉え、話ができるようになっていると感じているが、
新しい情報や自身の経験していないことはわからない、教えてあげられないという気持ちを抱
えていることが明らかになった。
Ⅴ．考　　察
1．母親の経験からの娘への対応
　対象者の平均年齢は42.6歳であり、月経教育を受けたのは30年以上も前であることから、記
憶があいまいであるとも言えるが、「汚してしまった」「娘に早く来ないほうがいい」という嫌
なこととしての語りもあることから、初経が来たこと、月経があることがあまりよい経験では
ないためとも考えられる。また性に関することは表立って話をしないという風潮もあったため、
あいまいであることも考えられる。そのあいまいな経験からも、娘の状況や体験を知ろうとし、
娘に対しては何ができるのか、何をしてあげたらよいのか、ということを考えている。これは、
自らの体験を統合し判断して子どもへ伝承している母親と考えられる。初経時の母親の対応は
非常に重要であり、その後の月経の受け入れがかわってくる（甲斐村、2010）。そのため、恥ず
かしがるということもあるが、初経のお祝いを行うことは、月経発来は良いものであると示す
良い機会であり、このお祝いを自己の経験から実施できる母親が多いことは、良い傾向である。
　〈自分の行為を見せる〉と語った母親がみられることは、子どもが小さいころから、お風呂
やトイレに一緒に入り、使い方を教えることは、母親はあまり抵抗がなく、一般的な教育方法
になっていると言える。同様に、月経に関しても、月に一回程度起こること、月経血への対処
法などは、母親を見て学ぶことが多いことがわかった。母親の経験からは、自分の母親の行為
を見て学んだという話しは聞かれなかったため、意図的に行う新しい家庭教育であるとも言え
る。これは家庭内でしか実施できない教育であり、母親の育児観にも左右されると考える。
　〈体験から対処方法や娘の質問に答える〉と〈未経験〉は対応しており、鎮痛剤やタンポン
の使用に関しては、今までと同様、自分が使用していない、もしくは使用に抵抗感がある場合
には、娘にも使用してほしくないという結果も見られた。自分と娘の感じる痛みやスポーツな
ど活動が同じであるとは限らない。娘の月経症状や活動に合わせて、鎮痛剤やタンポンは適切
に使用していく必要がある。母親の抵抗感をなくすためには、鎮痛剤の副作用について、効き
目の高い内服方法について、タンポンの有効性など、正確な知識を伝え、具体的な使用方法に
ついても説明する必要があると考える。
2．学校との協同
　母親の〈あいまいな記憶〉や〈友だちの存在〉と、【娘の体験】からみると、母親たちは、
母親の月経に対する態度・意識・行動と思春期女子への母親による家庭内月経教育の実際
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学校から提供される情報、娘から聞く情報を収集し、学校ではどのような教育が行われている
のか把握している。その内容については、自分たちが受けた教育とあまり変わりないと感じて
おり、新しい情報、より娘の状況に適した情報を欲しいと感じている。月経そのものは昔から
女性が経験してきた生理現象であり、確かに新しい現象ではない。しかし、初経年齢が早く
なっている（日比野ら、2013）、月経痛の増強と子宮内膜症との関連（種部、2016）、子宮内膜症の
発症の低年齢化（川瀬・松本、2005）（小畑、2004、2005）（ACOG Committee Opinion、2005）などを考
えると、30年前の教育や自身の経験からだけでは、十分なアドバイスも行えず、異常の早期発
見も難しい。今後は、学校ではもちろんのこと、地域や公共の場でも、疾患と関連した情報提
供や受診勧告が必要となってくる。
　一方、二次性徴の授業を男女一緒に行う、この授業を参観日に行うなど、月経の捉え方に関
してオープンになっていると感じている。特に月経をネガティブに捉えている母親にとって、
学校の示す月経に対するオープンな態度は、娘の月経の捉え方をポジティブにもっていってく
れている、自分のネガティブな感情を引き継がなくてよい状況になることは、非常によい環境
であり、理想的な学校との協同の形なのではないかと考える。
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